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１０月２４日に高知県立療育福祉センター発達障害者支援センターの野々宮京子さんの講演会が行われ

ました。日頃の子育ての中でつい叱ってしまうようなことがある時、その時の見方を少し変えてみようとい

うことで、子どもの性格に注目するのではなく、子どもの行動に注目しようという事でした。 

 

子育て研修会 
１０月２４日 

「上手に褒めて楽しい子育て」 

窪川小学校には、昔からせんだんの木が植えられていま

す。そのせんだんの木陰で遊び、語り、そして大きく育った

人々が全国で活躍しています。 

 この広報誌の名前は、窪川小学校のシンボル「せんだん」

を長く伝えていきたいと名づけられました。 

第 １ 号 １１月２０日（金） 

編    集 

四万十町立窪川小学校 

PTA 広報・研修委員会 

 

記事紹介   PTA 行事紹介 

令 和 ２ 年 

１．タイミング 子どもの好ましい行動が始まっ

たらすぐに。 

２．視 線 視線を合わせて。 

３・態 度 近づいて。または子どもを呼ん

で。同じ目線の高さで。 

４．表 情 おだやかに。ほほえんで。 

５．ことば 簡潔に。具体的に。 

  皮肉や批判はやめる。 

６．行動をほめる 

漠然とほめるのではなく、具体

的に行動をほめる。 

７．子どもに合ったほめ方をする 

性格や感じ方、年齢に合わせた

ほめ方。 

 

🌸上手に褒めるコツ 

〇行動を３つに分けると、意外と怒ることって少ないということに気付かされました。つい見逃してしまう

「当たり前の行動」に目を向けてたくさん褒めたいと思います。 

〇どんな行動をどのように褒めたらよいのか具体的に教えていただいたのがとても参考になりました。行動

を具体的に表現することは、褒めるときや人に伝えるときに大事なことだと思いました。 

〇日々の学校生活で、子どもを褒めることが少なかったと、講演を通して感じました。叱ってばかりではな

く、褒めることを意識していこうと思います。また、好ましい行動が増えるために、好ましくない行動を

「スルーする」ことを心がけていきます。明日からの学校生活で実践できることばかりなので、すぐチャ

レンジしたいと思います。 

〇生活の中で、子どもを褒めることより怒っていることが多いと思いました。できて当たり前と思うことが

多く、そうではなくて、当たり前のことが普通ではなく、褒めるようにしたいと思います。 

 

参加者の感想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全学年で緑林公園に遠足に行きました。コロナ感染

予防対策として、例年とは違った遠足となりました。

縦割り班で、ペットボトルに割りばしを入れるゲーム

をしたり、お弁当を一緒に食べたりして交流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２０日に運動会がありました。今年は、新型コ

ロナウイルス感染症拡大のリスクを考え、午前中開催

という例年とは違った形で、いろいろな制約のある運

動会が行われました。 

 運動会の本番はもちろんのこと、それまでの練習や

準備もがんばって取り組めました。自分のためだけで

はなく、友達と協力してみんなのためにできました。

限られた中で、一生懸命競技し、運動会を通して成長

していることを感じることができました。 

暑い中、ご声援いただきました保護者の皆様、関係

者の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運 動 会 

秋の遠足 ～緑林公園～ 

９月２０日 

１０月１６日 

遠足楽しかったよ！ 


